
◆ 県立広島大学の教育的課題
� 「授業の満足度は高いが，授業外学修時間が伸びない」（※学内調査より）
⇒ 学生の主体的学び（の姿勢）を引き出せていない

◆ 平成２６年度ＡＰ事業 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）採択
� 行動型学修・参加型学修を軸とする「県大型アクティブ・ラーニング（CLAL）」を推進

導入の目安 ： ９０分授業で２０分相当の行動型・参加型学修（学期中の合計３００分以上）

� ファカルティ・ディベロッパー（ＦＤｅｒ）を養成 ［対象：各学科・総合教育センター教員］
ＡＬ手法の積極的導入，組織的授業改善をリード

⇒ 生涯学び続ける自律的な学修者生涯学び続ける自律的な学修者生涯学び続ける自律的な学修者生涯学び続ける自律的な学修者（（（（アクティブアクティブアクティブアクティブ・・・・ラーナーラーナーラーナーラーナー））））の育成への育成への育成への育成へ

１. 県立広島大学のＡＰ事業

２. ＡＬ推進と見えてきたもの

【【【【課題】課題】課題】課題】 ＦＤｅｒＦＤｅｒＦＤｅｒＦＤｅｒのののの成長成長成長成長が急務が急務が急務が急務
◎◎◎◎ ＦＤｅｒＦＤｅｒＦＤｅｒＦＤｅｒの成長を促す（の成長を促す（の成長を促す（の成長を促す（H29H29H29H29年度）年度）年度）年度）
○○○○役割役割役割役割の明確化・分担の明確化・分担の明確化・分担の明確化・分担
○○○○ルーブリックルーブリックルーブリックルーブリックによる自己評価による自己評価による自己評価による自己評価
⇒⇒⇒⇒ 年度内年度内年度内年度内に「実践力」へに「実践力」へに「実践力」へに「実践力」へ

○○○○授業授業授業授業ピアレビューの促進ピアレビューの促進ピアレビューの促進ピアレビューの促進
⇒⇒⇒⇒ 「「「「授業参観シート」を用いた相互評価授業参観シート」を用いた相互評価授業参観シート」を用いた相互評価授業参観シート」を用いた相互評価

○○○○実践実践実践実践の積極的な発信の積極的な発信の積極的な発信の積極的な発信
⇒⇒⇒⇒ 波及波及波及波及ののののためのためのためのための全学全学全学全学ＦＤＦＤＦＤＦＤ（（（（ポスターセッションポスターセッションポスターセッションポスターセッション））））

◆ グループワーク，ディスカッション，
プレゼンテーションを中心に導入が進む

� 道入による効果 ：
授業への参加度，理解度の向上

� 導入が困難な理由 ：
説明時間が減る，クラスサイズが大きすぎる

◆ より効果的なＡＬ推進の必要性

� ＡＬ導入・実践 質的充実，点検・改善，波及
� 「支え合い・学び合い」の仕組みづくりの加速

◆ 平成２８年度ＡＬ導入率・・・増加！！
回答科目中：

Ｈ２７ ７２.３％ ⇒ Ｈ２８７４７４７４７４....８％８％８％８％
（８２３科目中，５９５科目で導入） （８８８科目中，６６４科目で導入）

アクティブアクティブアクティブアクティブ・ラーナー・ラーナー・ラーナー・ラーナー育成育成育成育成を目指すＦＤｅｒ養成を目指すＦＤｅｒ養成を目指すＦＤｅｒ養成を目指すＦＤｅｒ養成のののの取組取組取組取組
県立県立県立県立広島大学広島大学広島大学広島大学ＡＰ事業推進部会ＡＰ事業推進部会ＡＰ事業推進部会ＡＰ事業推進部会
発表者発表者発表者発表者：：：： 馬本馬本馬本馬本 勉勉勉勉 （総合教育センター）（総合教育センター）（総合教育センター）（総合教育センター） 川口川口川口川口博之博之博之博之 ，，，，伊藤伊藤伊藤伊藤 俊俊俊俊 （本部経営企画室）（本部経営企画室）（本部経営企画室）（本部経営企画室）

フェーズ移行



４. 成果と課題

３. ＦＤｅｒ養成の取組（H２９）

ファカルティファカルティファカルティファカルティ・ディベロッパー・ディベロッパー・ディベロッパー・ディベロッパー（（（（ＦＤｅｒＦＤｅｒＦＤｅｒＦＤｅｒ））））

定義定義定義定義
担当授業等においてＡＬを実践し，学科内の他の
教員へＡＬに関する指導・助言を行うとともに，本学
におけるＡＬの普及・浸透に努める教員。

役割役割役割役割

①組織的教育改善
（カリキュラム改善提言，高大接続）

②ＡＬ実践と普及 （授業ピアレビュー）
③学修成果の把握 （ルーブリック作成）
④学修支援アドバイザー（ＳＡ）との協働

（活動サポート，授業支援活動の促進）

選任選任選任選任
方法方法方法方法

○ＡＰ事業推進部会員 ○学科推薦

○行動型学修企画教員 ○学外研修参加教員

期待期待期待期待 ＡＬ推進者としてのＦＤｅｒ［現在４９名（最終目標：３０名）］

課題課題課題課題
○ＡＬの知識，授業スキルは十分か？
○組織的教育改善の意欲？

○ＦＤｅｒばかりが負担増？

ＦＤｅｒ自己評価ルーブリック（案）

ＡＬｅｒ自己評価ルーブリック（案）

【１】 ルーブリックによる自己評価
◆ ＦＤｅｒ/ＡＬｅｒとしての到達度を示した「自己評価ルーブリック」を作成

� ピアレビューや高校授業見学を通じた，授業改善意識の向上
� ＦＤｅｒ間の対話を通じた「支え合い・学び合い」の雰囲気醸成

� 他者の授業を見る目，コメント力の向上

� ルーブリックの運用本格化 ⇒ ＦＤｅｒ／ＡＬｅｒとしての成長を可視化
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【３】 実践の積極的な発信（ポスターセッション）

◆ 平成２９年度第３回ＦＤｅｒ養成講座（H29.9.14）
◆ ３９名のＦＤｅｒが計４２件の授業実践事例等を発表

【２】 授業ピアレビュー促進

◆ ３１名のＦＤｅｒが６０授業を公開
◆ＦＤｅｒ延べ４７人が授業を参観 （いずれも前期成果）

時期時期時期時期 会場会場会場会場 平成２９年度の取組・研修平成２９年度の取組・研修平成２９年度の取組・研修平成２９年度の取組・研修内容内容内容内容
養成する養成する養成する養成する
資質・能力資質・能力資質・能力資質・能力

４月～８月 ― ＦＤｅｒ自己評価ルーブリック／ＡＬｅｒ自己評価ルーブリック 試案作成 【１】 ―

６/２１ 広島Ｃ
第１回ＦＤｅｒ養成講座 「学びの変革を支える学校づくり」
◆ 講師：県立広島大学 榊原恒雄理事

・実態把握する力
・見通しを持つ力

８/２３～２５ 徳島大学
ＳＰＯＤフォーラム（３名のＦＤｅｒが参加。本学の取組みをポスター発表するとともに，
フォーラムの全日程を通じて他大学の取組みを学んだ。）

・ＡＬの実践力
・組織的改善力

７月 全Ｃ
ＡＰ事業「授業ピアレビュー」授業公開＆授業参観 【２】
◆ ３１名のＦＤｅｒが６０授業を公開／ＦＤｅｒ延べ47人が授業を参観

・授業観察力
・授業展開力

６/２８
６/３０
７/４

広島Ｃ
庄原Ｃ
三原Ｃ

第２回ＦＤｅｒ養成講座 「授業の見方について考える」
◆ 参加者：広島Ｃ（14人/18人中） 庄原Ｃ（7人/9人中） 三原Ｃ（14人/19人中）

・授業観察力
・授業展開力

９/１４ 広島Ｃ
第３回ＦＤｅｒ養成講座 「ＦＤｅｒ実践報告会（ポスターセッション）」 【３】
◆ ポスター発表４２件

・ＡＬの実践力
・組織的改善力

９/２１ 三原Ｃ
第４回ＦＤｅｒ養成講座 「第１回県立広島大学ティーチング・ポートフォリオ更新ＷＳ」
◆ 参加者：12人が参加し，ＴＰを更新

・自己省察力
・授業改善力

１０月 県内
県内高等学校への授業見学
◆ 広島県立広島高校（17日，参加者７名） ◆ 広島県立三次高校（23日，参加者３名）
◆ 広島市立安佐北高校・広島中等教育学校／広島市立舟入高校（24日，参加者３名）

・授業観察力
・授業展開力

※ピアレビューの流れ
①授業参観シート中の各観点
に基づき，授業を観察。

②参観結果を授業者へフィード
バックし，授業改善について
意見交換。

ＦＤｅｒの
成長


